
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16巻 33号（No.601）　　2021年 8月 15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヨハネ 1:5　･･･････････御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。
*賛美　･･････････････････ ９番　聖なる、聖なる、聖なるかな
*交読文　････････････････ ５０番
*使徒信条　･･････････････会衆一同
*頌栄　･･････････････････ １７４番　神の息よ
礼拝のための祈り　･･･････成田エクレシア：史執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ４０５番　われをもすくいし

メッセージ　･･････････････ 闇に捕われる前にまことの光イエス様へ逃れよ(ヨハネ 12:35-36)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ４１２番　すくいぬしにましませど

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）
・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）
・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）
・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿がまだ弱かった頃、キリストは、時いたって、不信心な＿＿のために死んで下さったの

である。正しい人のために死ぬ者は、ほとんどいないであろう。善人のためには、進んで死

ぬ者もあるいはいるであろう。しかし、まだ罪人であった時、＿＿のためにキリストが死んで

下さったことによって、神は＿＿に対する愛を示されたのである。(ローマ5:6)

　まだしばらくの間、光は＿＿の間にあります。やみが＿＿を襲うことのないように、＿＿は、

光がある間に歩きなさい。＿＿に光がある間に、光の子どもとなるために、光を信じなさい。

（ヨハネ12:35-36）

　＿＿は、互いに愛し合いましょう。愛は神から出ているのです。愛のある者はみな神から生

まれ、神を知っています。愛のない者に、神はわかりません。なぜなら神は愛だからです。神

はそのひとり子を世に遣わし、その方によって＿＿に、いのちを得させてくださいました。ここ

に、神の愛が＿＿に示されたのです。＿＿が神を愛したのではなく、神が＿＿を愛し、＿＿

の罪のために、なだめの供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。愛す

る＿＿。神がこれほどまでに＿＿を愛してくださったのなら、＿＿もまた互いに愛し合うべき

です。(１ヨハネ4:7-11)

メッセージ概要

　人は誰しも、永遠の行き先があり、その行き先は、二通りある。すなわち、永遠の光と、永遠の闇と。

イエス様こそ唯一、人を照らすまことの光である。そのまことの光であられるイエス様「抜き」の人は、例外な

く闇の中を歩んでいる。まことの光であられるイエス様は言われた。『まだしばらくの間、光はあなたがたの

間にあります。闇があなた方を襲う事の無いように、あなた方は、光がある間に歩きなさい。』(ヨハネ 12:35)
　光がある内は、自分が思う通り、自由に行動できる。しかし、闇に捕えられると、何もできなくなってしまう。

闇の中では、懐中電灯を見つけられないように、光に戻りたいと思っても、戻れなくなってしまう。だから、イ

エス様は、光がある内に歩きなさい、と言われたのだ。イエス様と出会える内に、イエス様へと行くべきだ。

　イエス様はさらに言われた。闇の中を歩く者は、自分がどこに行くのか分からない、と。本当に多くの人が

自分がどこへ行くのか分からず、闇の中を、必死に逃げている。何から逃げているのか。死からである。

死とは、いのちの停止、自由の終結、存在の抹消・断絶である。人は、一分一秒でも、そこから遠ざかるた

めに、痛々しい努力をする。知性や能力を鍛え、時には人をも踏み台にし、奪ったり、殺したりさえする。

　しかし死は、着実に忍びよって来る。人はなんとなく、それに追いつかれる事に底知れぬ恐怖を感じ、一

歩でもそこから遠ざかるためにもがくのだが、もがけばもがく程、罪を重ね、罪を重ねれば重ねる程、やが

て待ち受けている刑罰への恐怖が増し加わって行き、それでもっともがいて、共々さらに悪くなって行く。

　神の御子キリストは、そんな人の全ての災いの根源である罪の問題を解決し、死を滅ぼし、永遠のさばき

から救うために、救い主として世に来られた。イエス様は、はじめからおられた神の御子であり、宇宙万物

は、この方によって造られ、この方によらずにできたものは、一つも無い。彼は、全人類の身代わりとなって

十字架上で裁かれ、死んで、三日目に復活された。彼は言われた。「わたしは道であり、真理であり、いの

ちなのです」。人はやがて死んでしまうが、御子イエス様は、唯一、死に勝利した永遠のいのちであられる。

　神の敵であり、私達の敵である悪魔サタンの意図は、殺す事である。その意図の最たるものは、「おまえ

は存在するな、居てはならない、有ってはならない」である。それを唯一、抹消できるのは、全存在の根拠

であり、全き愛であられる、イエス・キリストの言葉である。　『この方にいのちがあった。このいのちは人の

光であった。光はやみの中に輝いている。やみはこれに打ち勝たなかった。』(ヨハネ 1:4-5)
　まことの光、いのちの光であるイエス様を主とするなら、あらゆる否定的な言葉も、闇のわざも、消え去る。

　イエス様は唯一、死に勝利し、死ぬべき人間を生かし、永遠のいのちへと導く事のできるお方である。

イエス様は今、まさに生きておられ、私達の一切をご存知の神であられる。たとえ私達が、天高く上っても、

どんなに地中深く潜っても、そこに主はおられ、祈りを聞いて下さる。主の御名を呼ぶ者は、みな救われる。

　イエス様は言われた。『もしあなたがたが、「わたしのこと（原意：わたしは在る）」を信じなければ、あなた

方は自分の罪の中で死ぬのです。』(ヨハネ 8:24)　イエス様は、在りてあられるお方、  全存在の源  である。

　そしてイエス様は、愛であられる。愛が無ければ、人は健全に育たない。いのちは、愛によって生まれ、

愛によって健全に育まれる。人は元々、愛を知らず、親も必ずしも愛によって育てる訳ではないが、天には

まことの父、すなわち  愛なる神  がおられ、その愛はイエス様を通して、私達に示された  。(１ヨハネ 4:7-10)

　私達は、闇に留まり続けてはならない。闇に留り続けると、闇の隙間に、悪霊が巣を作り、思いの中が闇

の言葉でいっぱいになって、罪の衝動へと突き動かされ続けるようになり、光に戻る道が、分からなくなっ

てしまうからだ。『あなたがたに光がある間に、光の子どもとなるために、光を信じなさい。』(12:36a)
　イエス様は、待っておられる。光のある間に、  イエス様を救い主と信じて、救われる  事を。  

　『イエスは、これらの事をお話しになると、立ち去って、彼らから身を隠された。』(12:36b)　こうして光につ

くか、闇のまま歩むかの決断は、私達の自由意思に委ねられたが、イエス様は願っておられる。「あなた方

に光がある間に、光の子供となるために、光を信じなさい」と。人は誰しも永遠の行き先があり、その行き先

は二通りだ。すなわち永遠の光と、永遠の闇と。暫くの間、私達はこの世に生きている。その間イエス様を

救い主として、救われ、永遠のいのちに至るまで、いのちと光の内を歩んで行く皆さんでありますように！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～

English Service　　　          　　 14:00～
 ※月に一度、成田出張礼拝のためお休みします。

　　詳しくはお問い合わせ下さい。

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～

水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～

　2 部                                           　19:30～

金曜祈祷会                                   19:30～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 16巻 33号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年 8月 15日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

